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11月 30日（金）

ひとしずく

大
相
撲
九
州
場
所
が

25
日
、
横
綱
・
白
鵬

が
横
綱
・
日
馬
富
士

を
破
り
、
14
勝
１
敗

の
成
績
で
九
州
場
所

６
連
覇
、
４
場
所
ぶ

り
23
度
目
の
優
勝
を

果
た
し
幕
を
閉
じ
た

▼
北
部
九
州
に
冬
の
到
来
を
告

げ
る
九
州
場
所
が
、
終
わ
る
の

を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、

翌
月
曜
日
に
は
冷
た
い
風
が
吹

き
始
め
、
し
だ
い
に
強
さ
を
増

し
て
夕
方
に
は
、
海
は
か
な
り

シ
ケ
だ
し
、
我
が
社
の
前
の
港

内
も
海
面
が
波
立
っ
て
き
た
▼

今
年
も
師
走
、
12
月
は
す
ぐ
そ

こ
。
12
月
と
言
え
ば
、
自
分
の

趣
味
の
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
ジ
ャ
ン

ル
で
は
、
い
つ
も
の
釣
り
場
で

大
物
が
狙
え
る
待
ち
に
待
っ
た

本
格
的
な
磯
釣
り
シ
ー
ズ
ン
の

到
来
▼
イ
ン
ド
ア
で
は
、
や
は

り
何
と
言
っ
て
も
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
フ
ァ
ン
の
師
走
と
言
え

ば
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
の
交

響
曲
第
９
番
、い
わ
ゆ
る「
第
九
」

の
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
▼
夢
を
書

く
と
、
で
き
れ
ば
フ
ル
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
―
と
思
う
が
、
オ
ケ

が
難
し
い
場
合
は
２
台
ピ
ア

ノ
？
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、
合
唱
は

中
高
生
も
加
え
た
地
元
の
有
志

（
特
に
男
声
）、
ソ
リ
ス
ト
に
は

本
市
出
身
か
関
係
者
で
、
声
楽

を
学
ん
だ
人
た
ち
を
迎
え
、
文

化
ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー
ル
に
響
か

せ
た
い
▼
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
が
肉

体
的
、
経
済
的
に
、
様
々
な
苦

難
を
乗
り
越
え
て
こ
の
不
朽
の

名
作
を
残
し
た
よ
う
に
、
フ
ァ

ン
ら
が
連
携
し
て
時
間
を
か

け
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
創
り
上
げ

て
い
く
の
も
い
い
か
も
▼
こ
の

不
確
実
で
不
透
明
な
世
相
を
、

第
九
の
「
歓
喜
の
歌
」
で
、
高

ら
か
に
歌
い
飛
ば
す
の
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

ボランティア振興奨励賞受賞
壱岐島活性化集団・チーム防人

法
務
大
臣
表
彰
な
ど
受
章

本
年
度
・
県
更
生
保
護
関
係
者
顕
彰
式
典

多彩なプログラムが好評
市民絵画・写真展がラスト
一支国博物館・しまごと芸術祭

市民絵画・写真展で

２
氏
１
団
体
が
選
ば
れ
る

平
成
24
年
県
民
表
彰

各
町
で
特
設
人
権

相
談
所
開
設

人
権
擁
護
委
協

　
本
年
度
・
県
厚
生
保
護
関
係

者
顕
彰
式
典
が
15
日
に
開
か

れ
、
日
頃
か
ら
更
生
保
護
の
活

動
に
尽
力
す
る
保
護
司
や
関
係

者
ら
の
表
彰
な
ど
あ
っ
た
。

　
本
市
か
ら
も
多
く
の
保
護
司

や
更
生
保
護
女
性
会
員
ら
が
表

彰
さ
れ
た
。

受
章
者
は
次
の
通
り
。

◎
法
務
大
臣
表
彰

▽
保
護
司
・
高
村
紹
業

▽
更
生
保
護
女
性
会
員
・
植
村

靜
江

◎
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表

彰▽
保
護
司
・
蓑
田
直
美
、
山
本

富
惠
、
吉
田
寛
、
榊
原
伸

▽
内
助
功
労
者
・
坂
口
喜
子

◎
九
州
地
方
更
生
保
護
委
員
会

委
員
長
表
彰

▽
保
護
司
・
山
川
靜
子
、
川
尻

溫
子

◎
九
州
地
方
更
生
保
護
女
性
連

盟
会
長
表
彰

▽
更
生
保
護
女
性
会
員
・
山
本

ア
ヤ
子

◎
県
知
事
表
彰

▽
更
生
保
護
女
性
会
員
・
松
永

靜
江

◎
長
崎
保
護
観
察
所
長
表
彰

▽
更
生
保
護
女
性
会
員
・
松
田

秀
子
、
品
川
恵
美
子

◎
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰

▽
保
護
司
・
川
富
兵
右
エ
門

◎
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長

表
彰

▽
更
生
保
護
女
性
会
員
・
松
嶋

賀
代
子
、
深
見
信
代

　
　
　
　
（
以
上
、
敬
称
略
）

　
フ
ラ
ン
ス
人
の
画
家
、
マ
ー

ク
エ
ス
テ
ル
・
ス
キ
ャ
ル
シ
ャ

フ
ィ
キ
氏
と
書
道
家
、
小
林
芙

蓉
さ
ん
に
よ
る
二
人
展
の
開

催
で
、
10
月
５
日
に
開
幕
し
た

一
支
国
博
物
館
の
特
別
企
画
・

し
ま
ご
と
芸
術
祭
が
11
月
25

日
に
全
日
程
を
終
え
た
。

　
「
芸
術
、
文
化
の
秋
が
開
幕
」

と
催
さ
れ
、
今
年
で
３
回
目

の
開
催
と
な
る
し
ま
ご
と
芸

術
祭
は
、
美
術
展
が
古
事
記

編
纂
１
３
０
０
年
を
共
通
の

テ
ー
マ
で
制
作
さ
れ
た
作
品

を
展
示
し
た
「
絵
と
書
二
人

展
」
（
～
10
月
28
日
）
か
ら
ス

タ
ー
ト
、
日
韓
打
楽
器
の
共

演
（
10
月
８
日
）、
マ
ン
ド
リ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
11
月
４
日
）、

声
楽
家
（
バ
リ
ト
ン
）、
ピ
ア

ニ
ス
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

が
共
演
し
た
一
支
国
浪
漫
コ

ン
サ
ー
ト
２
０
１
２
（
11
日
）

な
ど
あ
っ
た
音
楽
祭
、
こ
の

ほ
か
に
も
市
民
劇
団
一
支
国

座
の
定
期
公
演
（
10
月
13
日
）、

一
支
国
寄
席
「
江
戸
落
語
を

堪
能
す
る
」
（
11
月
３
日
）
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民

が
来
場
し
て
、
美
し
い
絵
画
や

書
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
熱
演
を
楽

し
ん
だ
。

　
同
芸
術
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

は
、
「
歴
史
的
な
物
」
を
テ
ー

マ
に
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
絵
画
、
写
真
な
ど
を
展
示
、

観
覧
者
が
優
秀
な
作
品
を
投

票
で
選
ぶ
市
民
絵
画
・
写
真
展

で
、
会
期
最
終
日
の
25
日
を
前

に
23
日
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

選
ば
れ
た
小
中
学
生
の
絵
画

20
点
、
同
一
般
３
点
、
一
般
写

真
３
点
の
作
者
た
ち
が
表
彰

さ
れ
、
同
博
物
館
の
須
藤
正
人

館
長
か
ら
賞
状
、
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
、
須
藤
館
長
に
表
彰
者

か
ら
「
秋
天
に
雲
の
ゆ
き
か
う

弥
生
原
復
元
住
居
の
日
に
染

ま
り
ゆ
く
」
と
し
た
短
歌
が
贈

ら
れ
披
露
さ
れ
た
。

表
彰
者
は
次
の
通
り
。

【
絵
画
】
▼
小
中
学
生
▽
霞
翠

１
年
・
土
肥
瑚
青
、
岩
本
瑞
生

▽
沼
津
６
・
福
井
琉
那
▽
盈
科

４
・
村
瀬
礼
奈
、
同
５
・
川
浪

茂
雅
、
同
６
・
高
橋
由
佳
▽
柳

田
２
・
林
陽
菜
里
、
稲
沢
勇
輝
、

松
坂
ウ
ィ
リ
ー
快
人
、
坂
本
陽

南
、
湯
浅
愛
姫
、
山
川
和
奏
▽

芦
辺
４
・
松
永
円
花
、
同
６
・

篠
崎
照
英
▽
田
河
４
・
長
嶋
弥

央
、
長
嶋
愛
莉
▼
中
学
校
▽
石

田
１
・
山
川
椋
太
、
平
田
健
、

松
本
明
日
香
▽
同
２
・
下
条
恵

那
▼
一
般
▽
土
肥
正
史
、
町
田

典
子
、
森
山
昌
苑

【
写
真
】
▼
一
般
▽
牧
山
武
、

目
良
喜
代
子
、
森
田
聡
子

　
海
岸
の
漂
着

ゴ
ミ
の
回
収
・

清
掃
と
旅
行
を

組
み
合
わ
せ
た

「
ボ
ラ
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
」、
景
勝
地
・

猿
岩
を
バ
ッ
ク

に
開
催
さ
れ
る

「
夕
焼
け
コ
ン

サ
ー
ト
」
な
ど
、

様
々
な
地
域
お

こ
し
活
動
を
展

開
す
る
壱
岐
島

活
性
化
集
団
・

チ
ー
ム
防
人
（
中

山
忠
治
代
表
）

は
本
年
度
の
「
県

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
振
興
奨
励
賞
」

の
受
賞
が
決
ま
っ
た
。

　
表
彰
式
は
来
年
２
月
24
日
、
長

崎
市
、
出
島
交
流
会
館
で
行
わ
れ

る
。

　
壱
岐
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
（
平

田
タ
カ
子
会
長
）
は
12
月
６
日
に

郷
ノ
浦
と
芦
辺
の
両
町
で
、
７
日

に
は
勝
本
と
石
田
の
両
町
で
、
特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
す
る
。

　
い
じ
め
や
差
別
、
借
地
借
家
、

金
銭
貸
借
、
戸
籍
、
登
記
、
相

続
な
ど
の
問
題
で
悩
み
が
あ
る

人
は
、
気
軽
に
こ
の
機
会
を
利

用
す
る
よ
う
呼
び
か
け
秘
密
は

守
ら
れ
る
。
相
談
に
は
各
地
区

の
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る
。

市
内
在
住
者
な
ら
ど
の
会
場
で

も
相
談
で
き
る
。

　
両
日
と
も
相
談
の
受
付
時
間

は
午
前
10
時
か
ら
、
午
後
３
時

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
各
町
の

会
場
は
▽
郷
ノ
浦
・
文
化
ホ
ー

ル
▽
芦
辺
・
つ
ば
さ
▽
勝
本
・

か
ざ
は
や
▽
石
田
・
改
善
セ
ン

タ
ー
。
相
談
は
無
料
。

　
県
は
こ
の
ほ
ど
、
本
年
の

県
民
表
彰
受
賞
者
を
発
表
し

た
。
本
市
か
ら
は
産
業
（
農

林
）
功
労
で
郷
ノ
浦
町
、
此

見
武
次
氏
（
75
）、
特
別
賞

で
壱
岐
市
消
防
団
、
末
永
肇

氏
（
58
）
が
選
ば
れ
た
。

　
功
績
の
概
要
は
、
此
見
氏

は
、
多
年
に
わ
た
り
壱
岐
土

地
改
良
区
理
事
長
な
ど
と
し

て
、
地
域
農
業
の
基
盤
整
備

に
尽
力
す
る
な
ど
、
本
県
農

林
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

　
壱
岐
市
消
防
団
は
、
第
23

回
全
国
消
防
操
法
大
会
小

型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
の

栄
冠
を
勝
ち
と
り
、
本
県
消

防
の
士
気
の
高
揚
に
貢
献

し
た
。

　
末
永
氏
は
、
第
10
回
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
で
、
全
頭

優
秀
賞
に
輝
い
た
本
県
出
品

牛
29
頭
の
う
ち
22
頭
の
父
牛

ま
た
は
祖
父
牛
と
な
る
県
有

種
雄
牛
「
平
茂
晴
」
を
生
産

す
る
な
ど
、
本
県
畜
産
業
の

活
性
化
に
貢
献
し
た
―
と
さ

れ
て
い
る
。


